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ツカサガイ等）では、人為的な移入の可能性も
否定できない場合もあり、今後の検討を待つこ
ととした。近年、溜め池等を干し上げて、外来
生物の駆除や池の環境改善のために、“かいぼ
り” を行うことが多くなってきている。今回も
これまで東京都から記録のなかったイシガイが
北多摩からかいぼりによって確認された。近県
から記録があるものの、東京都の記録・標本を
確認できなかったフネドブガイは選定外となっ
た。逆に、ヌマガイは少数ながら、各所で継続
的に確認されており、やはり選定しなかった。
このように、かいぼりの折に得られた情報と標
本がうまく集約されることが望ましい。
　陸産貝類では、人為的変革が少なく高い多様
性を保っていると考えてきた多摩地域の高尾山
や日原等の鍾乳洞周辺での調査で、確認はでき
たものの個体数の激減している種が多数存在し
ていることが明らかとなり、キセルガイ類を中
心に絶滅が危惧された。一方、丘陵地や低地部
に残存している皇居等の良好な自然環境を有す
る地点での変化は大きくないようであった。
　南多摩の多摩市内の湿地から、日本各地にお
いても生息地の少ないナタネキバサナギガイと
同属のキバサナギガイ類が報告され、緑地管理
者により柵で囲われて無許可の立入りを禁止す
るように保全されており、今後の対応策の一例として評価されよう。ただ、現地調査により、湿地の乾燥
化が急速に進行して２種が激減していることが確認された。今後の管理方策の検討が望まれる。なお、後
種のキバサナギガイ類は、これまでにヤマトキバサナギガイ（エコたまグリーン NEWS）、あるいはキバ
サナギガイ（東京都環境局）として報告され、2 つの名は現在もインターネットで検索できるが、最近の
研究では、オキノエラブキバサナギガイ類似種とされており（Nekola et al., 2018）、全て同じ種を指して
いることに注意されたい。他にもキバサナギガイとして、多摩川の河川敷から死殻が報告されていたもの

（黒住，2003）も、オキノエラブキバサナギガイ類似種として評価した。
� （黒住 耐二）
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選定・評価方法の概要

　貝類では、前回の本土部レッドリスト 2010 に対象とした範囲を踏襲して、陸域・淡水域を含む陸水域
に生息する種とした。陸水域の一部として、いわゆる干潟に生息する種も対象とし、ハマグリ等も含めた
が、干潟にも分布する海域主体に生息する種は基本的には対象外とした。また、種小名の確定していない
種（sp. で表記したもの；未記載種や現時点で種レベルの種名の確定が困難なもの）も対象とした。対象
種は、これまでに東京都から分布記録が報告されている種か、本レッドリストのための調査を含め東京都
産の標本が存在するもののみとした。
　対象とした年代は前回同様に明治期以降としたため、それより以前の外来種と考えられる種（例えばマ
シジミ）も評価対象とした。また、最近の遺伝子解析によって在来種が多くの群に分かれることが判明し
ても従来から知られていた種との異同が明確にされていない場合、これまでレッドリストに掲載されてき
た種は自然環境を指標する残すべきものと考え、今回も対象とした。
　貝類では、分布記録は比較的多く、多摩川流域としておよそ東京都を網羅する地域の陸域・淡水域・海
域のおよそ 20 世紀までの記録をまとめ（黒住，2003）、前回の評価の基礎とした。それ以降の調査結果と
して、主に陸域・淡水域での南多摩の八王子市（黒住，2016）、区部の明治神宮（黒住，2013）での量的
評価や皇居での 10 年間の確認の有無のリスト（上島ほか，2014）、多くの環境アセスメントデータにより
新規の評価を行った。干潟からヨシ原に生息する種に関しても多摩川左岸の近年の調査（柚原ほか，
2015）と共に、河川水辺の国勢調査を含めた多数の環境アセスメントのデータを利用した。
　従来から陸産貝類の好適な生息地として知られている西多摩の日原鍾乳洞等の地域では、大規模な森林
伐採等の人為的な変化は少ないと想定されていたが、近年の入手できる情報がほとんどなかったので現地
調査を行った。日原地域以外にも、放棄水田で重要な種が確認されている連光寺・若葉台里山保全地域や
人工干潟である葛西海浜公園東なぎさ等で現況調査を行い、評価の基礎資料とした。
　貝類では、高度経済成長期以降のものを除き経時的な密度変化を示すデータはほとんど存在しないので、
評価は定性的要件に基づいた。そのため、基本的に絶滅危惧Ⅰ A 類（CR）と絶滅危惧Ⅰ B 類（EN）の
評価を区別しなかった。
　対象としたものは、およそ陸産 100 種、淡水産 30 種、汽水・干潟産 20 種程度で、このうち、93 種を
検討対象種とした。

選定・評価結果の概要

　評価の結果、検討対象種 93 種のうち、87 種を掲載種として選定した。区部にのみ生息環境が存在する
汽水・干潟産種では、干潟の消失等で多くの種が絶滅と判断されたが、江東区の葛西海浜公園東なぎさや
多摩川河口左岸にはヨシ原とその前面に小面積の砂泥干潟が存在しており、このような場所に生息する種
も比較的多く掲載した。
　多摩川のヨシ原等は近年多発している洪水によって激変した状況を認め、現在は密度が高い種でも高い
ランクを与えた種もあった。このような状況下で、東なぎさは造成されたものではあるが、人の立ち入り
が強く規制され、また洪水等の影響を受けにくく、そして干潟からヨシ原（潮上帯）まで環境が連続して
存在しており、小巻貝のカワザンショウガイ類や二枚貝のサビシラトリ等の東京湾における干潟からヨシ
原に生息する種の避難場所（あるいは供給源）となっていると考えられ、今後も同様な管理が期待される。
また、干潟等の環境アセスメントでは、小面積を採泥器で調査することが主流であるが、多様な環境を調
査できる目視（見つけ採り法）を重視するような調査依頼も望まれる。ただ、この採泥器調査によって、
前回リストに掲載していたカワグチツボとウミゴマツボは、潮下帯に時に高密度で生息していることがわ
かり、今回の評価で選定外とした。
　淡水産の種も、区部を中心に水田・湿地の埋め立てや水質汚染等による生息場所の消失・変質によって
多くの種が高いランクとなった。淡水産二枚貝類では、皇居のカラスガイやタナゴの産卵母貝となる種（マ
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■種の特性と生息状況：陸産巻貝類。殻高5mm、殻径7mm 程度の円錐形、薄質。体層が全
体の3/5を占め、臍穴は広く開く。縫合は深い。体層の殻表に2列の針状毛を密に巡らし、成
長脈も密で突出する。暗褐色。殻口縁は肥厚せず、円形。多旋型の薄い革質のフタを持つ。本
州（関東地方以西）〜九州に分布し、広葉樹林の礫の混じる落葉下に生息している。都内では、
西多摩の高尾町・今熊山と区部の大田区蒲田と皇居の記録がある。皇居では、ごく最近でも生
息が確認されているが、蒲田では50年以上前の報告で、その後には発見されていない。
■生存を脅かす要因：森林伐採等の各種開発が減少の要因と考えられ、特に区部では生息地の
面積も狭く樹木伐採による林床の乾燥化によって一挙に個体数減少が生じることも起こり得
る。開発の影響もあるが、降水量減少等の林
床環境の乾燥のような温暖化が影響している
可能性も想定される。
■特記事項：

執 筆 者 黒住耐二　
文献一覧 7, 8, 10, 12, 29, 59

サドヤマトガイ
Japonia sadoensis

原始紐舌目
ヤマタニシ科

八王子市　1960年
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前	○○不明
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■種の特性と生息状況：陸産巻貝類。殻高6.5mm、殻径9.5mm 程度のソロバン玉形で、厚質、
堅固。体層が殻高の大部分を占め、円い。臍孔はない。殻は紅褐色か淡黄褐色で、弱い光沢が
ある。殻表に、細かい成長肋もあるが、平滑。殻口は円形で、石灰質のフタが殻口を完全に塞
ぐ。内唇滑層は明らかで、半透明白色。外唇は肥厚、反転し、白色。本州〜九州に分布し、主
に高い落葉樹林域林床の落葉下や礫地に生息している。都内では、西多摩の石灰岩地を中心と
した地域と南多摩の高尾山・元八王子町から記録されており、西多摩では決して多くはないが
数地点で確認できたが、高尾山では過去に普通とされていたが極めて少数個体しか見られな
かった。
■生存を脅かす要因：森林伐採等の各種開発が
減少の要因と考えられるが、降水量減少等の
林床環境の乾燥のような温暖化が影響してい
る可能性も想定される。
■特記事項：

執 筆 者 黒住耐二　
文献一覧 1, 10, 31, 56, 57, 59

ヤマキサゴ
Waldemaria japonica

アマオブネ目
ヤマキサゴ科

奥多摩町　1980年
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前	○○不明

1 四校

■種の特性と生息状況：1枚の殻になった海産巻貝類。殻長6.7mm、殻幅5.4mm、殻高5.1mm
程度の笠形で、やや薄質。側面観はやや膨らむ。殻頂は後方へ寄る。殻表はほぼ平滑で、光沢
がなく、種々の灰褐色の放射彩を有する。内面周縁は暗褐色のまだらで、上部は青白色、中央
は黄褐色。東京湾岸から記録されていた。他地域での情報から、埋立て以前の干潟潮間帯でウ
ミニナ等に付着して生息していたと考えられるが、現在ではウミニナともども50年以上確認
されていない。
■生存を脅かす要因：水質汚濁と干潟の埋め立てによる海岸開発により本種は絶滅したが、残
存している干潟環境の改変に関しては十分な配慮が必要である。
■特記事項：千葉県では、ウミニナ・ツボミと
も個体数を増加させており、今後、東京都で
もツボミが再定着する可能性は考えられる。

執 筆 者 黒住耐二　
文献一覧 12, 14, 24, 47

ツボミ
Patelloida conulus

カサガイ目
ユキノカサ科

東京都外
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前	○○不明
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87 四校

■種の特性と生息状況：海産二枚貝類。殻長5cm、殻高4cm 程度の丸みを帯びた三角形、や
や厚質。殻表は平滑で、光沢がある。内湾の潮間帯下部〜潮下帯の砂泥質の干潟や海底に生息
する種であり、高度経済成長期以降、日本各地で激減している。東京都では高度経済成長期ま
では多く漁獲されていたが、以降、ほぼ絶滅状況になった。水産資源として放流が行われたが、
効果はなかったとされる。都内では2009年以降確認され、調査時の採捕数も増加してきてい
る。多摩川河口と葛西の東西なぎさでは現在も生息が認められている。
■生存を脅かす要因：海岸開発による埋め立てと水質汚染でほぼ絶滅状況となったが、水質が
改善され、復活してきた可能性もあり、今後もこれらの影響を最小限に抑えるべきである。ま
た、在来種・外来種との交雑も確認されてい
るようである。
■特記事項：干潟の自然を象徴する種であり、
現在見られる群は外来群の可能性もあるが、
今後の詳細な検討にゆだねることとした。

執 筆 者 黒住耐二　
文献一覧 38, 52, 82

ハマグリ
Meretrix lusoria

マルスダレガイ目
マルスダレガイ科

東京都外　1950年代
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前	○○不明

86 四校

■種の特性と生息状況：淡水産二枚貝類。殻長25mm、殻高23mm、殻幅14mm 程度のやや低い亜三角形、
やや厚質、腹縁はやや直線的。殻頂は中央に位置し、頂点となる。殻表にはやや粗い明瞭な成長肋を有し、
殻皮は帯緑褐色で、不明瞭な褐色斑を散らすことが多い。光沢は弱い。内面腹縁部は紫色で、他は年輪状に
淡紫色に染まるものの、白色。低地部の河川・用水路の砂礫底に生息していたが、マシジミが多くの地域で
減少したのちに、現在では競合する外来種のタイワンシジミが広い地域に分布を拡大しており、ほぼ都内全
域でタイワンシジミに置き換わっているようである。分布図には、両種が含まれていると考えられる。
■生存を脅かす要因：水質汚染により激減し、さらに湖沼・河川開発による生息環境の改変も大きな影響を
与えていると考えられる。
■特記事項：最近の遺伝子解析ではマシジミと外来のタイワンシジミは識別できないとされる例もあり、生物
学的にはマシジミとタイワンシジミは同種ということになると考えられる（地理的な亜種と認めることも困難）。
さらに、マシジミ自体が近世〜近代の “ 外来種 ” であ
るというのが筆者の見解である。しかし、日本に移入
されたマシジミという群は、ある程度殻形態で識別で
き、「古くから人々に親しまれてきた “ 群 ” は認識単位
として残すべきである」と考えていることから、ここで
は、マシジミを種レベルとして、対象種とした。

執 筆 者 黒住耐二　
文献一覧 8, 18, 24, 28, 41

マシジミ
Corbicula leana

マルスダレガイ目
シジミ科

武蔵　戦前
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前	○○不明

85 四校

■種の特性と生息状況：汽水産二枚貝類。殻長30mm、殻高28mm、殻幅18mm 程度の亜三
角形、やや厚質、腹縁はやや直線的。殻頂は中央に位置し、頂点となる。殻表にはやや粗い明
瞭な成長肋を有し、殻皮は漆黒色で、光沢がある。戦前から沿岸部の河口域で多く漁獲されて
いる種である。戦後期には一時ほぼ漁獲がなくなりほぼ絶滅状態になった可能性もあるが、近
年では荒川・多摩川河口に多数生息している。葛飾区の東なぎさでは、河口ではなく干潟で本
種がみられた。現時点では、遺伝子解析によっても国外からの汽水性ヤマトシジミ類の日本へ
の定着は確認されていないものの、近年確認されている本種は外来群の可能性も考えられるた
め、情報不足とし、今後の研究を待ちたい。そのため分布図では、環境アセスメント等で報告
されたものをプロットしている。
■生存を脅かす要因：水質汚染と河川河口域に
より激減してしまっていたが、水質の改善に
より明確に回復してきたとされる。
■特記事項：

執 筆 者 黒住耐二　 文献一覧 34, 35

ヤマトシジミ
Corbicula japonica

マルスダレガイ目
シジミ科

東京都外　1987年
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前	○○不明

84 四校

■種の特性と生息状況：淡水二枚貝類。殻長3.0mm、殻高2.2mm、殻幅1.7mm 程度の卵三
角形、薄質。殻頂は後方に寄り、殻縁から突出する。殻は半透明黄白色だが、殻表に付着物を
有する場合が多い。殻表は弱い成長肋を持つ他は、平滑。東京都では、区部の明治神宮で確認
されており、日野市産の標本も確認できた。主に湧水起源でも水量が少なく、緩やかな流れが
あり、落葉がみられる林縁部水路の砂礫底に生息する。このように、台地部辺縁から低山地域
に比較的広く分布している可能性があるものの、条件の良い湧水でも確認されていないところ
も多い。
■生存を脅かす要因：湧水が枯れる開発や水質汚染により、その地域から容易に絶滅すると想
定される。
■特記事項：湧水環境が改善されても、昆虫類
等とは異なり、マメシジミ類は近接地域から
再分散できない可能性が極めて高い。本属や
類似属の分類は未だ未確定なところが多く、
種名を確定できていないが、本種の存在は比
較的良好な環境を示している。

執 筆 者 黒住耐二　 文献一覧 19

マメシジミ類の一種
Pisidium sp.

マルスダレガイ目
マメシジミ科

世田谷区　1991年
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83 四校

■種の特性と生息状況：海産二枚貝類。殻長20mm、殻高12mm、殻幅9mm 程度の亜方形、
薄質、腹縁は直線的で中央はわずかに窪む。殻頂はやや前方に寄り、突出する。殻表には細か
い成長肋を持ち、やや粗面。緑黄褐色の殻皮があり、光沢はない。内湾奥部の潮間帯中部泥質
干潟に生息する種である。東京都では戦前に記録があったのみだったが、最近の葛西・東なぎ
さの現地調査で比較的新鮮な合弁死殻が確認されたことから、僅かに生息している可能性が考
えられる。
■生存を脅かす要因：海岸開発による干潟の埋め立てと水質汚濁が減少の要因だと考えられる。
■特記事項：東なぎさで得られた個体は、隣接した千葉県市川市には生息地が存在しており、
死後個体の漂着の可能性も否定できず、情報
不足とした。

執 筆 者 黒住耐二　
文献一覧 12, 24, 26

ハナグモリ
Glauconome chinensis

マルスダレガイ目
ハナグモリ科

東京都外　1994年
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82 四校

■種の特性と生息状況：海産二枚貝類。殻長30mm、殻高15mm、殻幅10mm 程度の亜長方
形、厚質、殻頂は前方に位置する。後背縁には明瞭な稜がある。殻表に明瞭な彫刻はないが、
成長するとやや粗い成長肋が目立つこともある。内面は白色で時に紫に彩色されることもある。
湾岸部から記録があり、潮間帯中部の礫等に付く。最近では葛西・東なぎさで、低密度だった
が確認された程度である。
■生存を脅かす要因：河口域の礫等の硬質底に広く分布していたと考えられるが、海岸開発や
水質汚濁により激減したと考えられる。残存している干潟環境、特にアシ原の改変に関しては
十分な配慮が必要である。
■特記事項：現在、葛西・東なぎさ等の東京都で確認されている本種は、新しい移入群だとも
考えられる。前回は「完全に移入群」だと考
えて EX としたが、東京都ではハマグリやヤマ
トシジミとの整合性も勘案し、残存の可能性
も否定できないと捉えて、今回は DD とした。

執 筆 者 黒住耐二　
文献一覧 14, 24

ウネナシトマヤガイ
Neotrapezium liratum

マルスダレガイ目
ナガタガイ科

東京都外　2011年
0	 5	 10	 	 20	km

確認年代	 	●2000年以降
  ○○1999年以前  ▲標本
確認年代	 	●2000年以降
	 	 ○○1999年以前	○○不明
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